
昭
和
二
十
五
年
に
於
け
る
図
説
界
の
展
望

一、
園
語
問
題

林

大

ジャ
ー
ナリズム
の
上で
は
今年も
図
語圏
字の
問題はか
なり
活発

に
論議された
印
象を
興え
る。
中で
も
図
誇審議
会の
発表し
た「
圏

諸白
書」
と
第二
女アメ
リ
カ
教育
使
節閣の
勧告書と
は 、
ニュ
ース

的興味と
共に
最も
世
間の
注
意を
呼ん
だ@
一
年を湿じて
論
宇の
特

に
園駅著な
もの
が見ら
れたとい
う
わけで
は
ない
が 、
「
当
用漢字表」

や
「
現代か
なづ
かい
表」
等をめ
ぐっ
て
は
げしい
賛否両
論が
取り

か
わさ
れたこ
ろに
くらべ
て 、
一
般に
この
問題に
対す
る
態度が
よ

り
実
質的な
もの
に
丘・り
始め
たこと
は
認めて
よい。
ハか
なづ
かい

改
定反
対
論と
して
阿
部次郎
氏が
改
造四月に 、
森
山啓
氏が
文学
界

八月に 、
積極的
批
判と
して
服
部
博士
が
国
語と
園文学一
月に
述べ

ら
れた
もの
が
ある
J
新
聞雑
誌
等の
論調
も 、
話し
言葉の
混
乱 、

特に
敬
語の
乱
脈 、
漢
語の
務理 、
繁一
昔や
発声
法の
指導といっ
た
題

目で 、
問題が
具体
的に
たり 、
しか
も
庚い
範
囲の
識
者か
ら
建設
的

な
発
言が
行われ始め
たの
は 、.この
問題に
対
す
る関心と
反
省が
よ

うや
く一
般
的に
根
をの
ばし
始め
たこと
を示してい
る 。

この
よ
う
た
推
移の
中で
図
語審議
会か
らい
わゆ
る「
園
語白
容」

• 

は
発表
さ
れた@
「
白
書」
発表の
主要な
ねらい
は 、
新しい
委
員と

新しい
性
絡で
昨年発
足し
た
聖叩審議会が 、
唱らの
性格と
任
務を

明確に
規定し 、
特に
今後に
おけ
る
審議の
基準を確立す
るとい
う

点に
あっ
た
よ
うで
ある@
す
な
わち「
白
書」
は 、
何より
も
自
律の

憲章と
して
自らに
奥えた「
白
書」
で
あり 、
か
ねて
信を一
般に
問

うた
もの
で
ある。
そこに
は
園
誇の
現献や
問題の
所
在点が
ご述。

見
渡
さ
れて
はい
るが 、
あくまで
そ
れは
問題の
客観的な指
摘に
止

めら
れてい
る@
従っ
て 、
何らかの
意味で「
答案」
で
あること
を

期
待した
人々
に
は 、
物見ら
ぬ
感じ
を奥え
もしたが 、
新しい
国
語

審議
会の
立
場に
対す
る
識
者'の
反悠は 、
大体に
おい
て
好意
的で
あ

っ
たと
言え
よ
うか・
ハ白
書の
本
文は 、
本
号に別に
婦げら
れた
湿

りで
ある
J

園
語審議
会は「
白
書」
発表以
後「
法
令の
用字
用
語の
改善につ

い
て」
を
文
部大
臣と
法
務総
裁に
建議し
た@
その
内
容は法
律用
語

の
卒
易
化につ
い
ての
具体
的な
提案で
ある@

次に
米
関
教育使
節
圏は 、
その
勧告書の一
章を
割い
て 、
一再び園

語改
革に
言及し
た@
勧告は
具体
的に
は
次の
四項
を示してい
る@
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こ
れら
は
もと
より
占
領軍
総
司令官に
対す
る
勧告で
あっ
て 、
し

か
も臼
本人側に
任せ
ら
れた
解釈が 、
正
文と
して
日
本人に
対す
る

拘束
力を持つ
ことに
なるとい
われるために 、
特にローマ
字につ

い
て
三
項に
わたっ
た
この
勧告は 、
彊く一
般の
関心
を
刺激した。

園
語審議
会がロ
ーマ
字に
関す
る二
部
会の
ほかに 、
その
後ローマ

字
教育
部会を
新
設したの
も 、
その
ためといっ
て
よか
ろ
う@

長く
対立
して
きたローマ
字つ
づ
り
方の
論議も 、
結
論に
むかつ

て
尻
をた
たか
れた
わけで
ある@
一
方こ
こ
数
年来
実施さ
れて
きた

ロ
ーマ
字に
よ
る
教育が 、
すでに
効果を認め
ら
れる
段階に
達して ，

い
るか
どうか
は 、
ま
だ
検証さ
れてい
ない
し 、
実地の
教授
担当
者

の
多くに
熱意が
足り
ない
の
はローマ
字が
園
字と
なるとい
う
究極

最大の
目
擦が
明ら
かに
さ
れてい
・なかっ
たため
だ 、
とい
う声
も
聞

え
るが 、
その
点で
はこの
紡告に
よっ
て
も
また 、
大
胆な閤
字決定

を
念がせ
ら
れてい
ると
は
解釈さ
れ
ない。
た
だ
再び
拍車をかけ
ら‘

れたローマ
字鼓
吹
運
動が 、
今後い
かに
展
開して
ゆくかに
か
かっ

てい
る
わけで
あ
る 。
そ
れにつ
い
て
は 、
漢字か
なま
じり
を
常
用と

す
る
世
界に
おけ
るカナモ
ジカ
イの
活
動とと
もに 、
ロ
ーマ
字運
動

誇
圏体の 、
民間に
むけ
る
今年の
動
きを
紹
介すべ
きで
あるが 、
こ

こに
その
準
備の
ない
の
を
遺憾と
す
る@

二、
圏
語
学一
般〔
方
言
学
を
除
く)ιR・4f

 
大

昭
和二
十五
年の掌
界を
展望する。
い
さ
さか
立ち
どが
低く 、
出血

く見
渡せ
ぬ
恨み
が
らる@
前
年度と
比べ
て
進歩
を見
るべ
きに 、
そ

れまで
は
材
粉
をそろえ
る寝が
ない@
しか
し一
般に
言え
ば 、

動き

は
活
発に
なっ
た@
図立
国
語研
究
所は研
究第二
年度に
入り 、
全図

的な学
会の
ほかに
地
方
的な或
は
同窓会
的な学
会が
活
動を始め 、

民主
主
義
科挙
者
協
会
言
語科学
部会の
ごと
く 、
毎週研
究小集会を

つ
づ
けてい
る
もの
も
ある@
各地に
新生した
大学が
着キ
機関誌
を

刊
行し 、
研
究発表
会も
各地で
行われるよ
うに
なっ
た@
い
ろい
ろ

な
種類の
もの
が
現わ
れる占いで
は 、
むしろ
昔日の
盛以
上か
も
知
れ

ぬ。
但し園
語学の
論
文は 、
図文学の
そ
れ乙の
抱き
合せの
上で
わ

ずかに
発表の
機を得
る
観が
ある@
この
園
語学
会の
閣
語学ゃ 、
圏

諸文
化営
会のコ
トバ
や 、
日
本一一言
語学
会の
言
語研
究や 、
日
本
音声

学
会の
音声
研究が 、
い
ずれも
定期刊
行の
希望
を
実現しが
たくて

あ
るの
は
残念で
あ
る@

一
般の一言
語に
対す
る関心は 、
地み
ちに
税
度を
あげて
ゆくよ
う

に
見え
る 。
国
語と
図文学が
日
本
文学と一言
語との
問題を
特
輯し 、

総
令
雑
誌
中央
公
論が
毎月
何ペ
ー
ジか
を4一一言
語の
問題に
割くよ
うに

なっ
たの
は
適切な
企画で
ある@
その
うち 、
ス
ター
リン
の
言
語観

が
俸えら
れ 、
ハス
タ
ー
リン
氏「
言
語学に
お
け
るマ
ルグス
主
義」

ぺ日
共宣
伝
教育
部編 、
九
月〉U
そ
れにつ
い
て
国
語学の
側で
は
時
筏

誠記
簿土の
批
判が
後者
ハ十
月U
の
誌上で
な
さ
れたの
は 、
今年の
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一
種のトピゲ
グ
で
あっ
たろ
う@
時枝
博士の
言
語過程
設に
対す
る

批
判も 、
昨
年の
佐
篠
喜代治氏につ
づい
て 、
ム次第に
各部門に
わた

っ
て
現
われて
きた。
文法
文
字につ
い
て
は
別に
述べ
るが 、
輿
水
笑

氏
は「
言
語の
構造
的全
体」
(国語
研究
所講
演会 、一一
月U
でソ
シ

ュ
1ル
設 、
時
枝
設を批
判し 、
藤
井
公明氏は「
一言語過程
読に
対す

る
修正
意見」
を
公けに
さ
れた
ハ香川
大研究
報
告 、
七
月三
なお

園
誇問題につ
い
て
は 、
石
黒魯卒
氏の
「
標
準
誇」ペ明治
図
書 、
一

月U
の
大
著が 、
学
問
的な立
場に
お
け
る
代表
酔業
績で
あろ
う@

以
下
今年発表の
著述 、
雑誌
論
文 、
講演
等宏 、
多
少
類をもっ
て

集めて
見
ょ
う@
共
同研
究へ
の
動きは 、
圏
諸研
究
所の
作業の
中に

見
ら
れ 、
明
年は一
般に
も 、
研
究費補助に
か
ら
んで
明ら
かに
なっ

て
く
ると
思
わ
れるが 、
今年は
なお
業
績を
何人
柄
人につ
い
て
述べ

るべ
き
段階に
ある@

文法の
方
面では 、
理
論
的体
系
的に
叙述さ
れた
奪
容と
して
三
部

が
あげ
ら
れる@
即ち
吉沢
義則
博士
の日
本
文法ヘ理
論
詰U
ハ教育F

イムス一枇 、
七
月刊
山田
孝
雄
博士
の
日
本
文法
学
要論
ハ角川
会
在 、

九
局、
時
枝博士の
日
本
文法口
語篇ハ岩
波全
容 、
九
月〉
で
ある 。

吉沢
博士の
は 、
昨
年の
議義をまと
め
ら
れた
もの 、
主と
して
実地

教授
担
当
者を
対
象と
せ
ら
れたの
で 、
自殺
を
明ら
かに
す
るため

に 、
かつ
て
学
校
文法に
おい
て
主
導
的地
位に
あっ
た
橋
本
博士の
新

文
典の
別
記文
語舗
をひい
て
批
判さ
れたと
こ
ろが
多い@
橋
本
博士

は
その
教科
書の
中に
自己の
文法
学
的体
系をその
まL
採ス
れるこ

ふ
は
さ
れなかっ
たの
で
あるが 、
後の
園定の
中等
文法が
橋
本
博士

の
十
分
な
影響の
もと
に
成立
し
たこと
か
ら
して 、
新
文典
別
記が
な

お
今日の
教
科醤の
支
えに
な
るζと
は
否め
ない@
しか
し
中等
文法

は 、
その
解読書は
公けに
は
無かっ
たが 、
新
文典の
ま
までは
も之

より
ない
の
で 、
もし
教授者の
実
用と
なら
ば 、
更に
その
後の
検定

教科書の
体
系に
及んで
設
れること
を望むもの
もあろう@
この
書

中で
比
較
的紙数
を
占め
るの
は
形
容動詞の
論で
あるが 、
こ
れは
先

に
吉沢
博士
が
圏
諸・
園
文に
婦げ
ら
れた
論
文をま
ず再錯し 、そ
れに

対する
橋本
博士の
批
判を
紹介して
更に
自設を主張
さ
れた
もの
で

ある。
文
語文法と
して
従来
設か
れ℃
きた
内
容が 、
殆ど
我荷
の
発

表
行
動を
規範し
なく
なっ
た
今日では 、
その
体
系の
立て
直しは 、

園
語史
的な考慮の
下に
なさ
れねばならぬこと
を感
ずる@
なおい

わゆ
る
橋
本
文法に
対する批
判と
して
は 、
後藤
克己氏が
園
語学
会

ハ京都 、
五
月U
に「
文
節
論批
判」
を
述べ
ら
れ 、
林和
比
古氏が
語

文ハ十一
月U
に
「
切符の
切ら
ない
方」
につ
い
て
「
文法と
は
何か」

を
論ぜら
れた@

山田
博士の
要論は 、
かつ
て
宕波
欝度日
本
文学の一
篇と
さ
れた

日
本
文訟
要論を
大きく
番き改め
ら
れた
もの
であ
る@
旧
藩の
十五

項
目は 、
二
十一
項目に
分た
れることに
なっ
たが 、
項
目の
新たに

加
わっ
た
例と
して
は 、
「一
つ
の
語」
「
未
展
開の
句」
の
知
きが
あ

る@
篤
実な
研究家に
と
警が
れたこの
警は 、
元衆
文法
事実の一
般

的記述
を目
的をす
るもの
で
な
く 、
文法
学の
要
点につ
い
て
懇切な

指導
を
輿え
ようと
さ
れるの
で
ある 。
特に
この
容の一一一
分のこ
を
占

め
る
博士の
文論は 、
文論に
ま
だ
決定
的な
記述
体
系を見
ぬ
今日 、

展開の
力をはら
む
直接の
原料と
して
我・4
の
前に
あること
が
感ぜ

ら
れ
る@
こ
こにつ
け
て 、
文論につ
い
て
は 、
森中島
敏氏の
「
句絡・
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言・
第二
係
結」
ペ国語
国
文 、
九
月U
が
出て
未
完
結で
ある冨
この

号で
は
句絡につ
い
ての
部分に
止
ま
るが 、
こ
こ
数
年の
'矢継
早の
健

筆は 、
まこと
に
陸自に
値する・
た
淀
用
語に
困難の
感を
伴うこと

もま
た
事
実で
ある@

時
枝
博士の
口
諮
問が
紫波
全
警の一
で
あること
は 、
山田
博士の

要
論が
角
川金
書の一
で
あるの
と
同様の
意味をもり
の
で
あろ
う@

時
枝
博士に
は 、
別に
教科
嘗「
中等
閑文法」
につい
て
「
中等園
文

滋
別
記口
語篇」
〔中
数出版 、
四
月U
が
あるが 、
この
日
本
文法口

語篤は 、
一
往
教科を
離
れた
もの
で
ある。
「
図
語学
史」
の
基礎の

上に 、「
図垣
間学
原論」の
叙述を一
暦精し
く
せら
れた 、
博土の
最近

の
見
解を
設か
れたの
で
あるから 、
その
基
本
的な
言
語過程
観 、
乃

至
詞
辞分
類論
につい
て
改め
て
論
議の
種は
まか
れたといっ .て
よ

い。
博士
自ら
も
言わ
れる
如く 、
その
警は
文訟の
組
織の
骨組を
作

るに
念で 、
記述に
カが
きか
れてい
ない
の
は4
ロ垣
間開とい
う
小書

きをもっ
替と
して
は
物足ら
ぬ
感じ
もする。
しか
し一
般の
読
者

は 、
口
語その
もの
の
知
識より
も 、
従来の
教科
文法と
は
変っ
た
本

書の
設
き
方に
よっ
て 、
物の
考え
方
乃至
その
表
現につ
き 、
日
本人

が
どの
よ
うな
特殊な
制約
をうけ
るか
叉
は
うけ
ない
か
を
考え
させ

ら
か
ることに
なるで
あろ
う@
既に
大野
晋
氏も「一言
語過租
設に
於

け
る
詞
辞の
分
類につ
い
て」
〔国加と
国
文
学 、
五
月υ
に
於て 、
一

つ
の
見
解を
提出さ
れた@

心的過
綬と
して
言
語の
本
質を
捉えら
れた
時校
博士
は 、
主
体
的

立
場
を研
究の
対
象と
して
明白に
押
出さ
れたもの
と
理
解するが 、

言
語の
研
究の
過
艇に
於て
心
的要
素を全
く
排
除し 、
全く
客観
的に

記述を
体
系 。つ
けよ
うと
されるの
は
服
部四郎
博士
で
ある。
昨
年末

コ
トパ
に 、
抽象
的及び
具体
的の
言
語単位につ
い
て
精
密な
里
親

定を
試み
ら
れた
博士
は 、
その
抽象
的
言
誇単位と
さ
れる「
附
属
語

と
附
属
形式」
につい
て 、
更に
詳説さ
れた
ハ言爺
研究
十五
サ 、
四

月
三
す
でに
音韻
論につ
い
て
独
自の
見
解を立てら
れつ
つ
ある
博

士
が
文法
論をどの
よ
うに
展
開さ
れるか 、
渡
米の
牧
穫と
共に 、
期

待さ
れる
所甚だ
大
きい@
なお
文法
理
論につい
て 、
加藤
武之
助氏

の
「
品詞の
本
質につ
い
て」
は
園
誇学
会ハ東京 、
十
月U
での
多く

の
人の
興味をよん
だ一
つ
で
あっ
た@

今泉
忠義
博士
宮地
幸一
氏共
著の
「
現代図
誇法」
ハ有
精堂 、
九

月U
は 、
理
論的また
は
体
系的に
扱っ
た
もの
で
はなく 、
現代
誇の

事
実の
中に
誇法
的問題をと
ら
えて
解説さ
れた
もの
で
ある@
吉
沢

博士
の
著の
如く 、
こ
れも
実地
教育者たちに
対する
講話の
記
録の

自で
あるが 、
標
準
語制定といい
図
語改
良とい
う 、
い
わゆ
る
図
藷

問題の
解決の
ために 、
一
般国民が 、
少くと
も
国
誇敏郎が 、
現代

語をどの
よ
うなもの
と
知ら
ねばならぬか
を親
切に
続か
れた@
文

法
を
きらい
だと
思う
人h
が 、
どの
よ
うに
か
言
語数育に
興味を
持

ち
直すこ
と
で
あろ
うと
思
う一
方 、
体
系的
で
ない
と
は
言え 、
一

種 、
表
現
文法
的な項目の
と
ら
え
方の
して
ある
点に
注目
さ
れる@

なおこの
替の
文体につい
て
思い
起
すの
は 、
や
さしい一一言葉で
現代

誇を
設か
れた
佐久
間町鮒
博士の
かつ
ての
諸
著で
あるが 、
その
佐
久

間
博士
も
今年コ
トパ
C一
月U・に
「
動詞の
うけみ」
を
寄せて 、
今

泉
博士
らと
同様の
問題につ
い
て
設か
れた(未発)@
文
中 、
三
上
章

氏の
動詞分
類吃
紹介さ
れたが 、
金
田一
春
彦氏がかつ
て口
演さ
れ
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た「
動詞の
分類」
も 、
言
語研
究十五
号で
今年
文
字に
なっ
た 。一一一

上
氏の 、
受けみ
が
成立つ
か
否か
を
基
準と
する
三
分類に
対して 、

金
田一
氏の
は 、
い
わゆ
るアスペ
ク
ト
の
観点から
四
類
を立て
たの

で
ある@
動詞その
もの
の
形
態に
対
醸する
より
も 、
他の
附
属
的な

語と
の
遁
接
形式に
関し
て
証せ
ら
れる
もの
で
あっ
て 、
こ
れらの
考

設は 、
文法
的と
い
うより
は 、
より
多く
誇議
論に
寄興するとい
う

べ
きで
ある@

一一一
宅
武郎
氏の
「
教育
園
誇要
設」
円必
洋館
向阪
枇 、
十
月υ
は 、

「と
くに
低学
年の
実地
指
準を
中心と
して」
と
い
う
副
題の
示
す
溜

り 、
「まこと
さん
は
なこ
さん」
以
下の
園
詩的指導に
当つ
ての 、

園
語学
的な 、
音声の 、
アク
セシ
ト
の 、
文法の
知
識を
設か
れた

聞に 、
三
宅氏一
流の
意見や
提案 、
例え
ば
新
形容
詞の
設定 、
「が」

の
係
詞性の
問題
等が
現わ
れる@
感
動の
助
詞などにつ
い
ての
注意

の
深
切なる 、
読
者は
自ら
教室に
ある児
童の
思を
抱くで
あろ
う@

現代
誇法
につ
い
て
は 、
中
村遁
夫
氏が「
最近の
東京
語」
(国箭

研究
所講演会 、
二
月U
でふ
れら
れ 、
松
村明
氏は
図
語学
会
講演会

ペ東京 、
六
月U
に
「「
水を
飲み
たい」
とい
う一言ひ
方につ
い
て」
述

べ
ら
れた@

歴
史的に
は 、
単行
本で
佐
伯梅
友氏の
「
奈良
時代の
図
誇」ハ一一一
行

堂 、
国語
双
舎 、九
月U
が
ある@
以
前に
出た「
園
語史 、
上
古筒」
を

加
訂
さ
れた
もの
で
ある@
論
文に
は
字野正
邦氏が
誘林ヘ六 、
八
月)

に
「
上
代
形容
詞考」
を 、
富
田和一
郎
氏が
卒安
文学研
究(七 、十

一
月U
に
「
中
古
語法
覚書」
を 、

吉
原しげ
子
氏が

日
本
文学研
究

〈九
月U
に
「こ
し」
と
「
きし」
の
比
較を 、
浅野
建二
氏が
文
翠研

拠出
ハ十
月u
に
閑吟
集を材糾と
する「近
古
語法
試
論」
を 、
そ
れぞ

れ
掲げ
ら
れた
よ
た
北

管縫氏は 、
ロ
ドリゲス
文典に
見え
る
禁

止
法につ
い
て
(国詩
学会 、
京都五
月刊
竹岡正
夫
氏は上
代の
助

詞ユ
につ
い
て
ハ同十
月υ
発表さ
れた・
ここに
園
語史全
般に
わた

る
もの
を
附記す
れば 、
今
泉博士
に
「
圏
諸史概設」
ハ白
帝一位 、
四

月U
が
ある・
なお
今泉
博士
は「
図
語学
概論」
へ有精堂 、
九
月U
も

箸さ
れた。

意味
論的な
方面で
は 、
白
石大二
氏の
「日
本
語のイディ
オ弘」

ヘ一一一
省企 、
圏諸双
書 、
九
月U
が
出た@
文法
論上の
単語が
意味の

単位と
相
交渉する
時必ず生
ずる
問題で
あっ
て 、
著者はその
限
界

乃至
種類につ
い
て
念い
で
割切ろ
うと‘ほさ
れない
が 、
長沼
直兄
氏

以
後この
種の
研
究に
乏しい
学
界の
現朕では 、
小加
ながら
官培養の

出
現は有
益で
ある@
塚
原鉄雄氏『は
「
言
語に
お
ける
発想内
容と

場の
問題」
を
論じ
ハ国諒
学会 、
京
都
十
月) 、

語意
識の
史的変還

に
就い
て 、
例を「
若
草」
と
「つ
ら」
の
語義に
採ら
れた
ハ日本文

学研究 、
七
月
三
横山
辰夫氏も「
園
鷲に
於ける
意
義変遷につ
い

て」
論ぜら
れた
ハ日
本文
誕の
研究発
表会 、
十
月υ・
吉
沢博士
の

「源
語釈泉」
ハ誠利
害
院 、
七
月)
をはじ
めと
して J
各
時代の
用
語

につ
い
て
は 、
尾崎
知
光氏の
「
古事
記の
序文に
於け
る一
考察
l辞

混と
意
況
l」
ハ日本文
学研究 、
八
月υ 、
津
潟久
孝博士
は「
偲ふと

忍ぶ」
を(国文
学 、
五
月υ 、
三木
幸
信氏は「か
をると
に
ほふ」

を 、
吉
原しげ
子
氏は
「こ
たふからい
ら
ふへ」
を(=
街 、
日本文

学研究 、
七
月υ 、
寺
阪美千
代氏は
竹取物
語を
中心と
して
「うつ

くし」
を
ハ日
本文
学研究 、
九
月刊
山田
孝雄氏は
「むなくるま」
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昭和ご十五・竿に於げる国話界の展望

考
ハ本密林四品ν、十一
月u
を
杉崎重
遠
氏
は
記
録
用
誇
と
し
て
『時行』

を
ハ
国
文
学研究
、

五
月
)、

詩
岳
章子
氏は
室町
時
代
の雪一口望
講
から

「た
の
し
」

を
ハ
国訴と
国
文
学、

八
月U
考読され
た
@

ま
た田
中軍

太郎
氏
に
「
枕
草
子
誇
象考
証」円日
本
文
学研
究
、-丸、十
月、

不
安文

学研
究、
十一
月U
が
あ
る@
山田
忠
雄
氏は
国
語掌
会
講演
会
ハ東
京

六
月υ
に
近
古
資
料
を
中
心
に
「ヒ
ダ
リ
ミ
ギ
リ」
に
つ
い
て、
研
究
発

表
会
で
は、
尾崎
知
光
氏がマ
ス
ヒ
ト
とマス
ラヲ
(京
都
五
月〉、
古

関
秀
雄
氏が
「
き
る-に」
ハ東京
十
月U
に
つ
い
て
述べ
ら
れ
た@

昨
年
大
野
普
氏
は
「
万
葉
訓
話
断
片」
を
述べ
ら
れ
た
が、
今
年
図
一清

と
図
文
学
に
は、
そ
れ
に
関
議
し
て
鐙
弁
孝
氏
が
誇の
意
味の
隠
史
的
再

建
の
限
界
に
対
す
る
反
省
と
し
て
「
柿
本
人
麻
呂
訓
話
異
見」・
2ニ
月U

を、
ま
た
沢
潟
博
士
が
「
乱
友
遁
孜」
ペ
十一
月U
を
警
か
れ
た@
結
局

は
万
渓
注
釈
上
の一一一
語の
問
題
で、
し
か
も
か
よ
う
に
論
議
せ
ら
れ
て

な
お
読
者
は
結
論
を
得
な
い
の
で
あ
る
が、
園
語学
の
知
見
が
ど
れ
ほ
ど

訓
誌
に
力
を
奥
え
る
か、
ま
た
逆
に
鑑
賞
の
カ
が
ど
れ
ほ
ど
訓
誌
に
あ
ず

か
る
か
を、
こ
れ
ら
の
論
文
は
考
え
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る。
つ
い
で
な
が

ら
山口
正
氏
の
「
解釈
に
お
け
る
修辞法」
(日
本
文
学研
究
、

九
月U、

鴻
築
隼
雄
氏
の
「
紳
秘
話
の
系
統
」
(
山
口
大
学
文
学
会
誌
、
一一一
月
)、

金

子
武
雄
氏
の
「
称
詞
と
古
代
語の
解釈
」

ハ東
大圏諸
国
玄
学会、
五
月U

を
こ
れ
に
附
記
す
る@

者
間品葉
論
と
し
て
は、
岩
淵
悦
太
郎
氏
は
仙
台
に
お
け
る
図
語円平
会
ハ
四

月U
に
「
図
誇の
語
奨
に
つ
い
て」
述べ
ら
れ
た。
擬
態
語に
つ
い
て
は

石
黒
魯
卒
氏
の
「
擬
態
語
の
名
称
を
疑
ふ
」
ヘ
言
諮
研
究
十
ムハ
サ
υ、

春
日

和
男
氏
の
「
擬
音
畳間
と
概
態
語
と
の
交
渉
」
〔
国
爺
学
会
、

縮
問
五
月
〉、

議
岳
章
子
氏
の
「
擬
態
語
の
変
化
」
ヘ
国
話
学
会
、

京
都
十
月
U

が
ち
り
、

際
誇
に
つ
い
て
前
田
勇
氏
の
「
セ
ン
ボ
l
考
」
ぺ
国
語
学
会
、
ト
成
京
十
月
U

が
あPQO
園
義平
会
で
は
な
お
西
宮一
連
氏
が
「
上
代
に
於
け
る
自
称
表

記
に
つい
て
」(
京
都
五
月」、
古川拳次郎
氏
が
「十七
僚
憲浅
の
訓話

に
関
す
る
ご
三
の
問
題」
ハ京
都
議
協
会
六
月υ
を
指
摘
さ
九
た@
中
国

税
夫
氏
の
「
漢
語の
源
流」
(東
京
十
月u
は
軍
要
な
し
か
も
稔
多
か
る

べ
き
作
業
の
片
端
を
示
さ
れ
た
も
の、
築
島
俗
氏
の「
文
選
読
に
つ
い
て」

ハ
京
都
十
月U
も
同
じ
く
文
献
の
精
査
に
よっ
て一
の
成
果
を
得
た
も
の

で
あ
る
@・
東
京
で
は
な
お
附
本
千
万
太
郎
氏
が
「
字
昔
話
の
音
韻
的
特
質」

で
字
音
語の
整
理
の
た
め
に
字書
上の
数
量
的
調
査
を
報
告
さ
れ
た
が、

一
方、
見
坊
豪記
氏は
「
現
代
語の
用
例
採集
に
つ
い
て」、

採集能
率

に
関
す
る
考
案
と
そ
の
採
集
結
果
の
興
味
あ
る
例
を
述べ
ら
れ
た@・
誇
奨

調
査は 、
リ
テラシ1
調
査
ハ二
十一一一
年)
の
準
備の
際行われたもの

が
公刊
さ
れる一は
ずで
まだ
実
現し
ない
が 、
朝日
新聞ハ点京υ
がモ

ノ
タ
イ
プ
改
善
の
た
め
に
昨
年
行っ
た
漢
字の
熱
語調
査
は、
二
月
に
公

け
に
さ
れたa
か
か
る
統
計前調
査
の
靖国市
か
ら
何
を
い
か
に
汲み
と
る

べ
き
か
は
今
後
の
問
題
で
あ
るa
朝
日
の
用
語委
員
会
の
「
新
聞
用
語研

究」
は
簡
単
な
リ
l
フ
レ
ゲ
ト
な
が
ら
毎
月
実
践
的
な
問
題
が
と
り
あ
げ

ら
れ、
ま
た
松
坂
忠
則
氏
の
「
当
用漢
字ハ
ン
ド
プ
ザ
グ」
ハ
共
和
出
版

批
五
月υ
は、
研
究
で
は
ない
が
漢
字制
限
に
伴
う
語
葉
繋
理
の
具
体
案

と
し
て
注
意
すべ
き
で
あ
る。

敬
語
は、
今
日
的
問
題
を
長
も
含
む
も
の
で
あ
る
が、
今
年
は
理
論
的

な
函
で
石
坂
正
時剛
氏
が
図
語学
会
ハ
東
京
十
月U
に
水
谷
静
夫
氏
が
東
大

圏
誇閣
文学
会
ハ十一
月〉
に
発表さ
れ
たに
止まるか
と
思う。
後
者

111 



は 、
研
究の
方法に
新しい
もの
を
導
き入
れよ
うと
し
た
もの
で
あ

る.辞替につ
い
て
は 、
秋本
吉郎
氏「
和
名数
緊
紗二
十
傘本の
原
形」

ヘ
国
文
学五
月U
が
あり 、
類家
名義
抄につ
い
て 、
築
島裕
氏は
和
訓

の
源
流を
ハ国認L」
国
文
学 、
七
月、
吉田金
彦氏は
出典
を
ハ国語

学会 、
京都
十
月U
で
考
証さ
れた@
清
水
谷
公揖
家旧
臓の
瀬蒙
童褒

抄法
部一
帖が
近
年
宮内
庁警
陵部の
有に
帰し 、
今
年十月
図
書
察本

類
表
名義
抄と
して
そのコ
ロタ
イプ
複製が
司公刊
さ
れたこ
と
は 、
図

語史研
究者の
務
喜す
ると
こ
ろ
で
あwQ@
害
陵部で
執
筆さ
れた
解
読

の
ほ
か
はこ
れに
関す
る
考
訟を見
ない
が 、
零本と
はい
え
観
智
院本

に
著し
く
臭っ
た 、
この
新に
公開さ
れた
資桝の
上に
幾多の
問題が

今後
競っ
て
渇
究さ
れるで
ゆめろ
う。
また
新撰
字鏡につ
い
て
は
阪
倉

篤義氏が
その
部
首の
排
列が
分
類に
よっ
てい
るこ
と
を
明
確に
し 、

その
辞書
史上の
地
位
及び
辞書
史研
究の
立
場
を
明ら
かに
さ
れた

ハ国務
園女 、
十一
月
三
辞
書
史
の
み
な
ら
ず 、
詩
文集その
他を含

む
分
類体その
もの
の
意
義と
歴
史と
に
関す
るこ
と
もま
た
大
きい。

文
字に
関
遁して
は 、
山田
俊
雄氏は「雪国話
題
程
設に
おけ
る
文
字

論につ
い
て」ヘ国訴と
国
文
学 、六
月〉
と
「
文
字と
言葉
l湯桶
読・

重
箱読
など
l」
(国話
学会
講演会 、
東
京十一
月U
と
で 、
時
枝博

士の
言
語過
和
設に
おけ
る
文
字の
地
位に
再
検討の
歩
をふみ
出さ

れ 、
大
石
初太郎
氏は「
現
代
園
誇に
おけ
るか
な 、
漢字の
性格」ハ国

訴と
国文
学 、
十一
月〉
で
現
代の
問題
点を精し
く
展望
さ
れた。

か
なづ
かい
に
対して
改
定を
支
持す
る立
場か
ら
現
代か
なづ
かい

に
反
対
論を読
破しつ
つ 、
現代か
なづ
かい
の
規定に
積
極
酌
な
批
判

を加えら
れたの
は 、
服
部
博士の
「
現代か
なづ
かい
批判」
門国話

と
国文
学 、
一
月υ
で
ある。
その
他現代か
なづ
かい
に
関して
は 、

大
岩正
仲
氏「
促量固めか
なづ
かい
につ
い
て」ぺ音
声研究五
月U 、
児

玉積
氏「
現代か
なづ
かい
にひ
そ
む諸
問題」(文化と
教育八
月、

千
奨大
図
語研
究室「
現代か
なづ
かい
について」
ハ国詩と
教育 、十

月刊
須
漆久幸氏「
小
中学生の
現代か
なづ
かい
実践欣
況につ
い

て」
〔国語
学会 、
東京十
月U
等々
が
ある@

大
野
晋氏は「
仮名遣の
起
原につ
い
て」
ハ国語と
国文
学 、
十二

月)
で 、
仮
名透視
艇を長
初に
成立せ
し
め
たと
目
さ
れる
定
家の
仮

名の
使い
様を精
査さ
れた@
定
家
仮
名遣がい
ろ
は歓の
字
種に
無
関

係で
あること 、
お
をの
区別
はア
グセン
ト
の
差に
基い
て
定め
ら
れ

たこと 、
色
濃
字額抄の
ごと
き
字書が
その
先
縦と
して
あること
を

証して 、
図
語学
史に
新た
な旦つ
確か
な知見
を加えら
れた
が 、
定

家以
後の
定
家仮名遣に
関し
て 、
アグセン
ト
史研
究に
お
け
る金
回

一
春
彦氏の
業
績が
突に
見
事に
利
用さ
れてい
る@

研
究史上の
問題と
して
は 、
五
十
音図の
成立の
歴
史に
関して 、

遠
藤
嘉基
博士
は醍
醐寺
本の
「
密宗肝要抄」
「管絃
音義」
「孔
雀経

一音義」
の
紹介に
ふ
れて
述べ
ら
れ
ハピプリ
ア一一一
月〉 、
森
岡健二
氏

は
その
配列に
関す
る
考察を
試み
ら
れた
ハ国文
学会 、
東京寸
月) ι

閏
島
光平氏の
闇盟問と
図
文学一
月の
論
文は 、
昨
年学会に
発表さ

れた
もの
の
全
文で
あるが 、
万
葉の
表記法
を取扱っ
て
上
代
語のい

くつ
かの
間題の
解明に
成果
を得たの
で
あっ
た@
なお 、
福
岡では

五
月に
卒井
秀文氏が「
濁
点の
廃
史」
を
述べ
ら
れだ 。
ま
た 、
柴田

武氏の
「
文
字と一
言葉」〔万
江
寺院
二
月〉
は
主と
して
既発
表の
集
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昭和三十五年に除ける国語界の展望

銑で
あるが 、
ローマ
字に
関して
設か
れる
所が
多い@
なお「
言葉

と
文
字」
が
もの
のべ
ながお
き氏に
よっ
て
著さ
れ
(ナ
ウカ
百
科全

書九
月υ 、
ローマ
字につ
い
て
は 、
雑
誌と
して
「コ
トパ
の
数育」

「ローマ
字世界」
が
月刊
さ
れてい
る。

音韻に
関し
て
は、
金
田一
春
彦氏
が「
五
億と
業苦」ハ
国時と
国文

学、
一
月〉
に
おいて 、
促
音
節媛音
節に
なら
んで「
引
き
音
節」
と

名づ
くべ
き
音
節の
概念

主音韻
論上で
用い
るべ
きこと
を
提唱さ
れ

た@
こ
れにつ
い
て
は
服
部
博士が一吉一口
語研
究十五
号(四
月U
で
簡
単

に
批評さ
れたが 、
博士
自身は 、
普遍的な
音韻
論の
上にゼロフオ

ネl
ム
の
概念を
設
けて
解
釈し
よ
うと
さ
れるの
で
ある@
その
こと

は 、
博士が
日
本
語のチ
ツ及び
い
わゆる
ガ
行
鼻濁音に
関
蓮する一菅一

韻
論的解釈を
試み
ら
れた
EM
gOEO-
HMVOロo
g内悼
の。gu。ロ
E

25ロon言語
研究
十六
号 、
八
月U
で一 一騎
詳し
くせ
ら
れた@

亀
井孝氏
は、
「腕
綿
涼鼓
集を
中心に
見
た
四つ
が
な」
ハ園部
学問

斡 、
十
月υ
で一珂臓の
同
養成立の
ころに
於
けるジヂズ
グの
菅一債を

経
定す
ると
共に、
際
史をもっ
一言語の一
時期の
音韻に
つ
い
て 、・ロ

ーマ
字を基
礎と
する
記
号に
よ
ること 、
一
般
音頭
論を
適
用するこ

と 、
に
対す
る
反省に
言及さ
れた@
勉
弁氏はまた「
上
代日
本
語の

音節「シ」「チ」の
母
音」ヘ言
語研究 、
十
六
サυ
で 、
上
代
園
誇の
イ

列の
母
音の二
類の
別に
関
蓮して 、
問題の
母
音を
中
舌
的なもの
と

考えら
れた@
同じ
く
上
代
音韻につ
い
て 、
浜田
教氏は「
古代園
語

に
於ける
挿
入附子
音」
ハ人
女研
究 、
七
月U
で 、
ハ
ル
サメ
に
お
け

るs
の
挿スの
如き
例
を
庚く
上
代
文
献に
渉猟さ
れ 、
その
現象が
音

韻
論的に
母音重
複
忌
遊の
傾
向で
あ
るとい
うより
は 、
足り
多く
誇

黍
論
的
事
実と
なっ
てい
ること
を
認めら
れた・
なお
音声
研
究ハ五

月U
に
は
池上二
郎
氏の
「
音頭
論につ
い
て」
が
あり 、
図盆
岡山子会

ハ京
都υ
で
は
箆五
百里氏が
声
明に
保存さ
れた
音頭
史料を
紹介さ

れ
ハ五
月υ 、
奥
村三
雄氏が
字音の
新濁にお
ける
法
則
性を考察さ

れ
た
ハ十
月
V
橋本
博士
著作
集第四
雀は「
菌室
叩音韻の
研
究」
と

し
て
刊
行さ
れた
ハ岩
波
書筒 、
入
月)@

日
本
語の
源
流 、
系統と
その
成立
は 、
一
般
言
語学は
もと
より 、

民
狭山平 、
土
俗学 、
考
古学
等の
相互
協力に
於て
開明さ
れな
けれ
ば

なら
ない
問題で
ある。
すでに
幾つ
かの
業
績はあげ
ら
れてい
る

が 、
今年園
語学
会で
座
談会が
催さ
れ 、
また
泉井
博士が
講演さ
れ

たの
は
閤
語学
本
号で見ら
れる湿りで
ある@
その
他、
村山七郎
氏

は一言
語研
究ハ十六号〉
に 、
古代日
本
語の
代
名詞に
関して 、
朝鮮

誇アル
タ
イ
諾
諾との
比
較に
よ
る興味ある
問題を
提起
さ
れ 、
また

民
族学研
究に
は 、
イエ
l
ル
大学のヨハ
ネス一71デ
ル
教授の
「
日

本
語比
較研
究序説」
ハ火京一白令
子氏訳 、/五
月) 、
また
複
合構成に

お
ける
誇序を一
つ
の
観
点と
する 、
折口
信夫
博士の「目
琉
語族
論」

円十一
月)
が
掲げ
ら
れた@
白
鳥
庫士口惇土の
「
日
本
語の
系統」
も

再刊
さ
れた
ハ山万一波
寄
宿 、
ご
月U@

繭悶
良
輔氏が
昨
年奈
良朝
時代
東園方
言の
成立につ
い
て
論ぜら

れた
ハ文
学研究 、
但
し上
中下
本
年完〉
の
は 、
古代
日
本
語の
基

底唐を
発
掘する
もの
と
解して
非常に
興
味が
あっ
たが 、
今年亀井

孝氏は 、
「
方
言文学と
しての
東欧 、
その一言語的背景」
ハ文
学 、
九

月U
で
東欲と
防
人歓との
音韻
的特
質の
差
異を指
摘し 、
且つ
そ
れ

らの
特
色ある
言
語を
恩に
叉一
括して
地
域
方
言と見
ることに
異見

113 



をさし
はさま
れた@
比
較
言
誇同一γ
的とい
うの
では
ない
が 、
語学
教

育
ハヨ
月U
に
は 、

語学
教
育研
究所に
おけ
る
共
同
作
業「日
英
語の

比
較研
究」
につ
い
ての
小
林
智賀卒
氏の
全体
的
報告 、
田
桐大
澄
氏

の
形容
詞に
関する
報告が
載っ
てい
る@
芝
た
佐4
・木
建
氏の
「
語学

試
論集」
(研究
一世 、
九
月υ
は
圏
諸の
ため
に
も有
益と
思う@

文学と
語学との
問につ
い
て
は 、
雑
誌
図
語と
園
文学が 、
日
本
語

と
百
本文学の
問題を
特
輯じた@
その
内
容は 、
次の
如
くで
ある。

井本
長一
氏「
日
本
語と
日
本文学の
問題」 、
江
湖
山恒
明
氏「
文整

作品に
お
け
る音
韻の
問題」 、
三
宅清
氏「
園学と
語学・
文学」 、
長

野
醤一
氏「
申古
文学の
文体と
その
特
質」 、
小
山弘志
氏「
狂
言の

言葉」 、
吉岡
澄夫
氏「
言
誇か
らみ
た
上
方
文学と
江戸
文学」 、
大久

保
忠園
氏「
江戸
語と
江戸
茎干」 、a
山
本正
秀
氏「
閣
誇史よりみ
た

現代日
本
女学の
成立」 、
大久
保
忠利
氏「
現代
文学と
日
本
語の一

断面」 、
亀井
孝
氏「
古典
的文学
作品に
対
する
言
語感
覚の
問題」

ま
た
図
語学
会
議演会では 、
六月
京都
で
小田
良拐
氏が
「こと
ばの

紐」
を 、
十一
月一隅
岡で
秋重
美
治氏が「
万
葉
及び
古今新
古今の
恋

歌を
素材と
しての
言
語心
理
学
的研
究」
を
油べ
られ
た 。

な
お 、
四
月
仙台で
小
川環
樹氏の
「
中園の
璽
問題」 、
十一
月

幅
岡で
日加
田
誠
氏の
「
注音符
号につ
い
て」
の
講演が
あっ
た 。

以
上に
あげ
もら
し
た
著容を
次に
記す 。

千回
是也
氏「
近
代俳
優
術
下i
物
言う
術」
(早川
合一陵 、一一一
月υ 、

山
川幸世
氏「
日
本音声学の
突
際」
ハ五
月
書房 、
七
月)
は 、
演
劇

関係の
実践に
遁
な
る
数本と
して
注意さ
れる@
特に
千岡
氏の
か
ら

は 、
発声
訓練の
方法と
きびし
さ
を
改めて
数えら
れる
ばか
り
で
な

く 、一一言
語か
ら
場
面を
解釈し
体認し
創造する
問題につ
い
て
考え
き

せら
れる
所が
大
きい9

萱蒔介
氏の
「
読
者の
心
理」
ハ刀
江
寺院 、

七
月)
は
警か
れた
言誇の
受容手順に
関する有
盆な基
礎
的解説
で

ある@
ま
た児
童 .読
物と
して
執
筆された
もの
に
西
村正
衛
氏「
文
字

の
生い
たち」
ハさ・
え・
ら
訟 、
一
月〉 、
中
村遁夫
氏「
わたくし
た

ちの
こと
ば」
ハ学生
杏房
新
批 、
六
月) 、
膝
原興一
氏「
私たちの
図

翠巴
ハ筑
摩書房 、
中
学生
全
集一) 、
石
黒修氏「こと
ばと
文
字」
ハ一ニ

行堂 、
一枇会
科
文庫 、
十一
月)
が
ある@

最
後に 、
資料のこと
に
ふ
れるなら
ば 、
宮
内庁
警
陵部が
秘
籍を

公刊
さ
れたこと
は
前に
述 。へ
たが 、
「
古典
文庫」
の
吉田
幸一
氏 、

「図
語学
資斜」
の
高初五郎
氏の
功をこ
こに
讃えてお
きたい@
こ

と
に
図
誇史学に
関して
高羽
氏は 、
土
井
忠生
博士の
支援や
範井
氏

の
友情の
もとに 、
特殊な
切支丹
語学の
資務
を
今年七
都まで
覆
刻

さ
れたの
で
あっ
た。
な・お
歯
語研
究所では 、
資料
集一
と
して
昭和

十七
年か
ら
昭和二
十四
年までの
聖
関係刊
行番目
を公刊ハ十
月)

し
たこ
と
を附
記して
お
く@〔昭和ご
十五
年十二
月十日)
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三、
方

高ー

橋

夫

言

学

くー〉

古品
ず図
誇今会の
活
動か
ら
始め
よ
う@
本会は
昨年度に
ひ
きつ
づ

き堅
実な
歩み
を見せ 、
議目以会 、
研
究
発表会に
は
全圏各地か
ら
熱

心
な
方
言研
究家が
参加し 、
方
言をも
含
む竿
会で
あること
を
如
実



昭和三十五年に於ける国詰界の民主忍

に
示してい
ること
は
喜びに
た
え
ない。
東
京の
研
究発表会(十月υ

では 、
岡山の
虫朗氏 、一隅
岡の
都
築氏の
発表が
あり 、
京都では五

月に
神戸の
和田
氏 、
十月に
京都の
奥
村氏の
発表が
あっ
た。
ま

た 、一一隅
岡に
おい
て
は
吉町氏が
講演さ
れ 、
東北で
は
見
坊
氏が
活
躍

さ
れてい
る@
憐関誌の
「
園
語学」
が前
号
第四
輯を
方
言特
輯号と

して 、
方
言研
究の
水準と
今後の
課
題と
を明らかに
し
よ
うと
試み

たこと
は 、
会
員諸氏の
御承知の
とお
り
で
ある 。

日
太・一言
語学会
は 、
中心の
服
部四
郎
氏が
渡
米さ
れてい
るさ
びし

さが
あると
はい
え 、
「
八
学会
漣合」
に
参加して 、
五
月「
東京」

の
共遁
課
題の
もとに
その一言
語につ
い
て
中
村遁
夫・
柴田
武の
両氏

が 、
前
年
闘立
図
誇研
究所の
行っ
た
調
査
をもとに
報告し 、
「
対
馬

共
同調
査」
に
は 、
音韻一を金
田一
泰
彦・
山
本謙
吾・
三
根
谷
徽の一一一

氏 、
誇
象を
泉井久
之助-
m弁令以知・
奥
村一一一
維の一一一
氏 、

誇法
を

吉
町義
勝氏が
分
担して 、
七八
月
臨地調
査
を
行っ
た@
対馬
方
言に

つ
い
て
は 、
大
陸の
影響は
少く 、
従来
北九
州
系と
見ら
れてい
たの

が
必ずし
もそ
うで
ない
た
どと
新
聞では
報告さ
れた
が
その
調
査の

成
果が
待た
れる@
なお 、
期弁・
奥
村両氏は
十一
月に
卒戸 、
五
島

方
面をも調
査
さ
れた 。

日
本一音声
学
会は 、
拍耕一心
な
役員会
員の
結束に
より
従前ど
おり
講

演会も
開い
た
が 、
・末年は
創立二
十五
遁
年を
迎えて
機
関
誌「
音声

研
究」
を
持つ
に
至り 、
方
言の
発表
機
関を一
つ
加え
たこ
と
は
特
筆

さ
れ
ね
ば
たら
ない@
こ
れまでに
なっ
たこと
は 、
一
に
理
事
長大
西

雑綾氏の
実行
力の
功績と
言え
よ
う@
なお二
十五
遡
年記念
論文集

も
狂〈
出る
予定と
聞く 。

つ
ぎに
日
本民
俗学
会へ
移ろ
う@
総帥
柳田
園
男氏は旧
稿を
集め

て
朝
日
文庫の一
新に「
方
言と
昔 、他」
を
山山さ
れたほか
著書は
ない

よ
うで
みめるが 、
学
会と
民俗掌研
究所の
指
滋調
査に
悪念してお
ら

れ
る@
「
民
間
体
承」
は
あい
変ら
ず号を重
ねてい
るが 、
方
言関係

記
事を見
ること
は
少い@
しか
し
ながら 、
研
究所
を
あ
げて一
意
編

集に
従っ
てい
る「
民
俗学
辞典」
も 、
脱稿して
近く世に
滋ら
れる

とい
うか
ら 、
民俗
語読の
研
究上
われ
われはまたと
ない
贈り
物を

い
た
だく
わけで
ある。
つ
い
でに
この
方
面の 、
方
言に
関係
ある研

究につ
い
℃
ふ
れると 、
森山泰太郎
氏・
松木・明氏は「
津軽民
俗」

に 、
田
中正
行氏は
熊
本の
「み
ん
そ
く」
に 、
長柄
他
喜男氏 、
長
岡

博男氏は「
加
能
民
俗」
に 、
品
川
鉄
康氏は「
を肢
郷土研
究」
に 、

高知の
経弁和
雄氏は「
社会事
業」
に 、
武藤
鉄
城氏は「
東北民
俗

研
究」
に
それぞ
れ
発表しておら
れる。
岡秀
俊氏は「
岡山方
言」

を
編
集して
江戸
時代か
らの
民
俗
語殺を
集め 、
橋
浦泰
雄氏は「
民

俗
採訪」
を
再刊し 、
綾田
勝徳氏は「
漁
村
誇象」
の
増補
版を
編
集

中とい
う 。
なお
三
谷
栄一
氏が
青
森か
ら
近くの
山梨へ
移っ
て
来て

お
ら
れるの
で 、
今後この
方
面の
研
究にプラス
と
な
ること
が
期
待

さ
れる 。

日
本民
族
学
協会の
機
関誌「
民族学研
究」
は 、
十一
月に・「
沖
縄

研
究
特
集」
を
出し
た 。
八
学
会の
対馬といい 、
こ
れといい 、
ま
た

民
俗学研
究所で
も
小
島艇に
着目してい
るし 、
周辺の
島々
の
調
査

研
究は
験後の一
つ
のめ
だっ
た
事
象で
ある 。
さて
この
特
集に
は 、

金
城朝
永氏が
「
沖
細研
究
史」
と
「
沖網開指
図
書目
録」
を
物さ
れ

て
琉
球
語研
究
者
に
は
ありが
たい
文献で
ある@
また
富良氏の
疏
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雲間概論 、
折口
信夫
氏の
日
雲
援
論が
ある 。

かつ
て
図掌
院大学
で
は 、
多
数の
同志が
柑
寄っ
てこの
遁にい
そ

しみ 、
「
方一
一豆総」
を刊
行して
立
沃な
業
績を
残し
たの
で
あるが 、

この
夏ごろ
図
語研
究会が
結
成さ
れ 、
また
金
田一克彦氏・
吉沢典
男

氏など
院出身の
若い
人たち
を
中心に
方
言研
究か
なさ
れてい
るよ

し 、
往年の
活
波な活
動の
再現さ
れること
を
期
待し
たい 。

〈三〉

つ
ぎに
図立
園
誇研
究所の
事に
ふ
れよ
う@
昨
年
行われた八
丈島

の
調
査につ
い
て
は 、
この一一一
月
「八
丈島の
一言
語調
査」
と
して
報告

が刊
行さ
れた。
こ
れは
共遁
誇を
話十
度
合い
を調べ
ること
を主
目

的と
し 、
副
次
的に
は
島内五か
村の
言
語の
違い
を調べ
た
もの
で 、

当
然の
事なが
ら
島全
体の
音韻・
文法・
語読の
調
査に
及ん
だ。
報

告
書は
調
査の
計画 、
実施から一
々
の
質
問法 、
結
果の
処理法に
至

るまで
縮大
もら
さ
ずつ
くし 、
新しい
行き方と
しての
社会
的憐
件

の
考慮や
推
計学
的処
理
を
示してい
るの
で 、
第一
回の
調
査と
して

不
満の
点が
あると
して
も 、
方雪一口の
研
究家に
とっ
て一
つ
の
大
きな

指
針と
なるで
あろ
う@
た
だ 、
書
中し
きりに
出て
く
る
図
表と
数式

と
は 、
い
か
なる読
者がこ
れ
を
了解し
得るか
を
考慮
されて 、
夫の

発表に
はこの
恐ろし
き
物の
あるが
ゆえにのみ
敬遠
され
ることの

ない
よ
うに
配慮
さ
れたらと
思う@
八
丈
島につ
い
で
昨
秋白
河
市で

調
査が
行われたが 、
こ
の
報告は
ま
だ
出てい
ない。
本年は
す月
十

一
月に
鶴岡
市で
同
様調
査が
行われた@
この
困
難な
調査に
当ら
れ

る
中
村誼
夫
氏・
柴田
武氏その
他研
究室
員に
敬意
を
表し
たい
と
思

う
なお 、
当所の
制度と
して
地
方調
査
員なるもの
が
あり 、
本
年度

は
各
府燃に一
名すっ
置い
て
方
言の
調
査に
当り 、
共活題目と
して

その
地
方の
言
語の
特徴形を調べ、
さらに
各
豚の
概観ま
たは疎
開

児
童生
徒の
言
語の
調
査
をすることに
なっ
てい
る@
こ
れに
よっ
て

従来比
較
的空
白で
あっ
た
地
方も
補われること
が見
込ま
れ 、
新し

い
日
本
金閣の
概観が
得ら
れるもの
と
恩われる@
地
方調
査
員の
中

に
は 、
昨
年来
苦心の
調
査や
力作を
報告して
きてい
る
人も
あると

聞くが 、
一
日
も
早く何らかの
形でこ
れを天
下に
4公表すること
は

学
界と
調
査
員に
対す
る研
究所の
義務で
あろ
う。
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〈三〉

以
上
中央に
お
け
る学
会 、
研
究所の
活
動を述べ
来っ
たが 、
突は

本
年度の
方一言及平
界で
特
筆大
脅すべ
き
随一
は
中央の
事では
ない@

そ
れは
近
畿方皆
同学
会の
活
動で
ある 。

本会は 、
前の
近
畿圏
誇方一
一百学
会の
後身と
も
言うべ
きもの
で 、

楳温
突氏が
首唱
者と
なっ
て
会の
結
成に
と
りかかり 、
会
長を泉弁

久
之
助氏 、
副会
長を
遠藤
嘉基氏と
して
本年五
月に
発会
式をあげ

た@
会の
活
動は
そ
れ以
前から
行われており 、
会
報で
ある「
近
畿

方
言」
は二
月
末に
創刊
されて
大
体
毎月刊
行さ
れてい
る@
と
れは

ひ
と
えに 、
み
ずから
鉄筆をふ
るっ
て
がん
ばっ
ておら
れる
楳垣氏

の
献身
的な
努
力の
たま
もの
で
ある@
京都に
お
け
る
議演
会の
ほか

に
研
究発表会
も大
阪や
奈良で
行われ 、
会
員の
前田
勇・
金
田一
春

彦・
奥
村一一一
雄・
和田
実・
岸固
定雄・
山脇甚兵
衛・
岡田
紫之
輔氏
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ら
が
楳垣
氏と
共に
「
近
畿方
言」
に
発
表す
るの
はもち
ろ
ん 、
各地

を調
査し
たり
活
躍しておら
れる@
こ
れらの
人々
の
行き方と
して

注
目
すべ
き
点は 、
アク
セン
ト・
音頭・
誇法
な
どの
調
査に
あたっ

て
共
湿の
調
査項目
を
設け 、
各
人がこ
れ
を
分担
協
力して
研
究し 、

かつ
庚〈一
般会
員の
共
同参加
を
求めてい
ること
で
ある 。

ラ
ジオ
が
方
言の
問題に
興
味を
持ち 、
その
啓
蒙運
動に
乗り
出す

の
は
当
然で
あ
るが 、
今年の
七
月から
八
月に
か
けて
「
方
言の
旋」

と
い
う
時聞が
設けら
れ 、
各
地
方
言の
録
音盤
をもとに
して
次の
よ

う
な
分
担で
解説し
た
もの
で 、
お
もし
ろく一
般に
も
評判がよかっ

た 。

，

東
海道
||金
田一
春彦@
近
畿
||
楳垣
笑@
中園
||虞下一一一

郎@
四
国
||土
居軍
俊@
九
州
11吉町義
雄。
中
仙沼
||
青木

千代
吉・
北
陸||
柴田
武。
奥羽
||菊沢
季生。
関
東

||中
村

遁
夫 。

く四〉

次に
各
地の
方
言研
究家につ
い
て一
雷同する
順序で
あ
るが 、
論文

や
講
演な
どで
発表さ
れない
もの
につ
い
て
は
管見の
及ぶ
所で
な

く 、
ま
た
発
表さ
れた
もの
につい
て
も
知る
所は
度い
と
は
言γえ
ない

の
で 、
大いに
活
動さ
れた
人の
名をも
逸す
ること
が
多い
こと
を
あ

ら
か
じ
めお
こ
と
わりしてお
許し
を
得たい 。

ま
ず北
海道に
は
石垣
稿
雄氏が
居て 、
さか
んに
臨地や
遜
信で
調

査に
努め 、
十一
月に
「
北
海道
南部地
区にお
ける
言盟
問地
理学
的研

究」
とい
うプ
リン
ト
を
発表さ
れた@
こ
れはこの
地
区にお
け
る標

準
語化の
現欣と
背森
燃の
言
語の
努
力と
を扱っ
た
もの
で 、
園立
図

語研
究所の
影響が
うか
が
え
る 。

奥羽では 、
かつ
て
「
東北の
方
言」
をもっ
て
その
方
言研
究を世

に
問わ
れた
故
小林
好日
博士
の
澄
著「
方
言
語奨学
的研
究」
が刊
行

さ
れた
ハ十一
月 、
岩
波
書庖刊
Y
方
言研
究の
基
礎の
上に
立つ
誇

の
発生
成長死
滅
等の
研
究を
方
言
語糞学
的研
究と
名づ
けら
れ
るの

で
あるが 、
氏は
この
際東北方
言を主た
る
資糾と
して一一
一星
揺
理学

的方法に
よっ
て
語棄を研
究し 、
その
実相
を明らか
に
しよ
うと
さ

れたの
が
本
書で
あっ
て 、
本
年度
牧獲の
白
唐で
あら
う@
山
形に
行

くと
務
藤
義七郎
氏が
あり 、
「
出羽方
言研
究委
報」
第一
輯が
出た

が 、
後が
続か
ない
の
はおしい@
盛
岡に
は見
坊
豪紀
氏が
居り 、
「図

語学」
第四
輯に
「
方雪一一回矯正の
原理と
方法」
を
論じ
たり 、
図
語学

会
盛岡支
部の
講演会に
「
標
準
誇から
共遜
誇へ」
を
講じ
た
り 、
め

ざましい
働きで
ある@
稿
島豚は
前
年園立
図
語研
究所が調
査し
た

所で
あるが 、
余り
積極
的な
動きは
見ら
れない
ら
し
く 、
一
谷清
昭

氏が
教
員の
講
習会やラ
ジオ
で
講演し
たり 、
菅野
氏が児
童生
徒
を

使っ
て
膝下の
分
布状
態を調べ
てい
るとい
うことで
ある 。

関
東で
は 、
群馬の
中
沢政
雄氏が
劇務につ
きながら
あい
変ら
ず

調
査に
従事して
おら
れる@
その
主
宰する
群馬
園
詩文化研
究所の

機関
誌「
園
誇」
の
再刊
を墓
むや
切@
埼玉の
大久
保
忠図氏は
吉田

澄夫氏と
同
様「
図
誇と
国
文学」・
誌上に
江戸
誇の
研
究を
発表さ
れ

た
が 、
ほ
かに
「
埼玉
方
言の
語法」
とい
うす
ぐれた
研
究を「ニュ

ース
グ1ル」門埼玉
県
教育研究
所発
行υ
誌上に
発
表された
が
人自

に
ふ
れに
くい
の
は
残念で
ある 。
神奈
川に
は 、
日野
資純氏や
金
田・
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一克
彦氏が
居て
元
気に
動い
てい
る

く五〉

東京で
は 、
前に
ふ
れ
残し
たり 、
じゅ
うぶんつ
く
さなかっ
た
人

々
につ
い
て
述べ
よ
う。

東僚操
氏は
昨
年
末「
方
言の
研
究」ハ刀
江
守

院発
行〉
を
出さ
れ 、
中の
書き下ろ
しの一
文方一言の
研
究は
筒
簡単な

ス
門
書と
し
て
好伊の
もの
で
あっ
た
が 、
・本誌
前号に
は「
方
言周
圏

論と
方
言区画
論」
を
論じ
て
堂々
の
筆
障をはら
れた
こ
と
は 、
まこ

と
に
氏
伝らで
はの
感が
寸る 。
氏を
助けて
大
岩正
仲
氏は
全
図方一=一口

辞典の
稿を
ほ
ぼま
とめら
れたとい
うが 、
全
閣の
研
究家
待
嬰の
替

で
喜ばしい
こと
で
ある 。
金
問一
春彦氏も
東徐
氏と
共
著で
「
方
言

採
集手
帳」(刀
江
普段発
行U
を
響い
たり 、
対
馬調
査
圏や
図立
圏
諸

研
究所の
鶴
岡調
査
段に
参
加
し 、
近
畿万一言
同年
会に
関係
する
など
脅

くべ
き
勉強ぷりで
ある 。
中
村溜
夫
氏を助けて
園
語研
究所の
「
笑

態調
査の
鬼」
の
観ある
柴田
武氏は「
文
字
主
義」ハ刀
江
舎
院)
を

出し
た
が 、
この
中の
愛
知
豚のアグセ
ン
トの
分
布とい
ろ一一嗣は
初

めて
綜下ア
クセ
ン
トの
分
布朕
態を
詳
細に』引抗し
た
もの
で
ある 。
日

本方
言研
究所を
主
宰す
る
宮良
当
批氏は 、
所
長と
と
もに
四
園地
方

に
採集持政
行を
試み 、
音声研
究七六
号に
は
「
万
一一一言に
現ι
れた
効音

現
象」
を
論じ 、
民族学
研
究十五
悠二
号に
は
「
琉球
誇概
論」
を
書

き 、
ぎた
その
研
究所で
は
琉
球
語の
講座を
聞
き 、
日
本草
藷
万一吉一同の

音声
を調
査す
ξ
など
蛍々
とつ
とめて
おら
れξa
た
だ
その
出
版事

業がいつ
も牛途挫
折す
るの
は
まことに
焔さしい@
稲垣正
幸氏は

じみ
な研
究
家と
して 、
アグセ
ン
ト
の
制
査をさ
れてい
る
が 、
苦心

の
調
査に
なるアグセン
ト
研
究史
を
延々
発
表
さ
れるよし 。
卒
山

輝
男氏は「
国
語音調の一
性格」ハ国詩と
国文
学九
月号U
その
他の

論文や
講演会に品目調
をひっ
さげ
て 、
きびしい
験
禍に
もめ
げ
ずに

活
躍さ
れてい
るa
都
竹溜
年
雄氏が
なお
病
床に
あっ
て
活
動で
きな

い
の
は
お
気の
毒で
ある 。
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く六コ

中部地
方で
は 、
名古
屋に
岩沙恨一
氏が
誇奨をや
り 、一一一
谷
栄一

氏が
山
梨で
調査の
手をつ
けら
れたとい
う@
信
州では
青木千代
吉

氏が
あい
変ら
ずがん
ばっ
て 、
膝下の
方
言研
究をリー
ドし 、
本誌

前
号に
「
長野
蘇
方
言にお
け
る品目韻
現
象の
観念」
を
書か
れた@
ま

た
佐藤
邦
雄氏に
「
佐久の
櫛物方
言」ハ北
佐久
教育会刊〉
とい
う
容

が
ある 。

北
陸では
新潟の
銅
持
隼一
郎
氏 、
金
沢の
告弁
隆盛
氏が
度く調
査

をやっ
ておら
れるとい
う。

衣に
一語
畿に
ス
ると 、
京都でま
ず新
村尚氏が
「
京
言葉の
系
諮」

なξ
露
骨伊を
さ
れて
お
元
気な
様子
を見せら
れたの
は
喜ばしい
限り

で
あ
る@
「活
畿方
言」
同人の
活
躍は
前に
ふ
れた
が 、
同誌上の
論

文のほ
か
楳垣氏は「
園
語学」
第四
輯に「
京都
方
言」
を
書
き 、
和

国
実氏は
京都の
園
語学会で
谷崎の
「
抑制雲」
を大
阪弁の
資料と
し

て
論じ 、
奥
村氏は
対馬へ
出向守 、
前田
氏・
岸田
氏・
岡田
氏
等も

そ
れ
ん\大
阪・
京都・
兵庫などで
臨地割
査に
赴
き 、
資料の
牧
集

に
努
力さ
れた 。
滋賀へ
行か
れた
弁之口
有一
氏は 、
古い
方
言文献

の
複
製に
着手された 。
大
阪では
牧
村史陽
氏が「
大阪
鱗」
を
編
集



昭和二十五年に於ける国語界の展望

してい
る 。

四
圏 、
高知では
土
居重
俊氏が
音声の
研
究を
綿密に
やり 、
「
土

佐
方
言の
音声常
酌研
究」
を「
自
然と
人
文」
誌上に
報告し 、
また

東京
文理大の
聖
菌
室
会で「ジヂズ
グ
考」
を
発表さ
れた 。
前

者に
は
国立
国
誇研
究所の
岩
淵 、
中
村 、
林の
三
氏が
令
評会の
形で

、
批
評してい
るが 、
方
言の笠
間併研
究の
あり
か
たと
か
侭
人研
究の

限
界と・かい
う
問題を三
氏の
者
言から
考え
させら
れて 、
この
批
評

は
興味が
深い 。

中園地
方へ
行くと 、
庚
島に
藤
庚典一
氏・
震下三
郎
氏が
居ら
れ

る 。
藤
原氏が
全
図踏査の
結
晶を「日
本懇
切鯵敬表
現の
研
究」
とい

う
論文に
まと
め
て
学
位を
得ら
れたの
はめ
で
たい 。
その
公刊が
待

た
れる 。
賃
下
氏はラ
ジオで
数
回撃演さ
れた 。
岡
山に
は
虫明
吉治

郎
氏が
居てア
クセン
トの
分
布を調べ 、
圏

諸尚子会で
も
その
境界
線

につ
い
て
発表さ
れた 。
島根に
は
庚戸
惇氏が
居っ
て
際下のみ
なら

ず
庚く
山
陰地
方の
方
言を
語学
的に
調べ 、
昨
年の
「
山
陰
方
言の
誇

法」
につ
い
で 、
今年は「
山
陰
方
言の
研
究」
を
島根
綜
教育研
究所

の
記
要と
して
山山すに
至っ
た 。

さらに
九
州へ
渡ると 、
九大に
吉町
義
雄氏が
あり 、
対
馬調
査
固

に
加
わっ
て
その
誇法
を調べ 、
ラ
ジオ
で
九
州方
言を
読き 、
幅
岡に

おけ
る
図
語学
会の
議演会に
「
九
州方
言形容詞カ・
イ
語
尾の
境界

線」
につ
い
て
論ずる
など
大い
に
元
気に
活
動して
おら
れる 。
都
築

績
助氏
も
幅
岡で
誇法
研
究をさ
れ 、
東京の
図
語学
会で「カ
語
尾形

容詞の
吟味」
なる
題下に
細心の
調
査の
結
果を
発表さ
れた 。

， 

ーノ七f、

以上
方一一言研
究の
概況を勝
越して
きたが 、こ
れを
溜じてみ
ると 、

二
十五
年度の
方
言学
界の
動きは
次の
よ
うに
言え
るかと
思う 。

ωい
わゆ
る
偲

一一一百前一興味からの
研
究をは
なれて
茎
現象全
体を

調べ 、
こ
れ
を
体
系
的に
把握
すること 。

加
資料の
考察に
社会
的僚件をじゃ
う
ぶん
考慮に
入
れること 。

削
方
言現象を
数霊
化すること
を
試み
ること 。

制
方
言を
標準
誇との
関
連に
おい
て
問題と
して
考察すること 。

刷音声の
研
究につ
と
め 、
その
際
なるべ
く
録音
施
設を
利
用する

こと 。
刷数
人が
協
力して
調
査に
当ること 。

こ
れらの
事は 、
しかし
ながら
験後の
方
言学
界を遁じて
大
体
言え

ること
で
あり 、
また
本
年度の
決
定
的な
様相とい
うもの
では
なく

して 、
程
度の
差は
あれ次
第に
流れて
ゆく傾
向と
言うべ
きもの
で

あ
ろ
う 。

パ
昭
和
ご
十
五
年
十一一
月
ご
十
日υ

四 、

国

語

教

育

鳥

山

榛

名

昭和二
十五
年度の
閤
語教育の
動きにつ
いて 、
一
際の
展望
を
試

み
ると 、
その
中心
問
短は
何といっ
て
も 、
「
閥単一元学
期日」
の
問題で

あっ
て 、
その
他の
お
も
な
問題は
すべ
て
単一珂学
習の
問題に
発して

い
ると
も
言え
るの
で
ある 。
もっ
と
も
単一見学
習につ
い
て
は 、
こ
こ

二・
三
年来
論議さ
れたこと
で
あり 、
すでに
解決
ずみ
で
あ
ると
見
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wm
k
場
も
あ
る
が、
現
場
を
中
心
に
し
て
考
え
る
と、
よ
う
や
く
理
解
さ

れ
だ
し
た
再
度
で
あっ
て、
と
う
て
い
解
決
ず
み
と
は
言
え
な
い
実
情
で

あ
る。
こ
と
に
「
園
誇
科に
お
け
る
軍一万
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る・

か」
が
昨
年
あ
た
り一
般に
さ
か
ん
で
あっ
た
社
会
科
の
そ
れ
と
混
同
さ

れ
た
り、
あ
る
い
は
影
響
さ
れ
た
り
し
て、
現
場
に
持
ち
こ
ま
れ
た@
そ

の
た
め、
教
育
課
程
に
お
け
る
国
語
科の
位
置
が
あ
や
ふ
や
で
あっ
た

り、
図
誇
科
は
間単
な
る
技
能
学
科
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
よ
う
な
誤
解
ま
で

生
じ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ない@
し
か
し、
国
語
科
の
教
育
課
種
は、
学

習
者
の
言
語
経
験
の
組
織
で
あ
り、
山平
朝日
者
に
債
値
あ
る
学
期日
経
験
を
重

ね
さ
せ、
必
要
な
図
語力
を
養っ
て
い
くた
め
に
計
画
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ない
と
い
う
こ
と、
そ
の
た
め
に
は
単
元
学
習
法
が
もっ
と
も
効
果
の

あ
る
学
習
法
で
あ
る
こ
と
が、
理
解
さ
れ
だ
し
た
の
は、
今
年
度
の
大
き

な
牧
護
で
あ
ろ
う@
こ
う
し
た
理
解
に
たっ
て、
生
き
生
き
と
し
て
効
果

の
あ
る
教
育
が
行
わ
れ
た
図
語
教
室
は
全
園
的に
み
れ
ば
ま
だ
ま
だ
少
数

で
あ
り、
来
年
度
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る。
こ
と
に、
高
等
学
校
に

お
い
て
は、
今
後に
多
く
の
問
題
を
残
し
て
い
る@

昭
和
二
十
五
年
中に
改
訂、
発
表
さ
れ
る
は
ず
で
き
た
「
璽
親
指

導
要
領」
が、
年
内
に
発
表
さ
れ
ず、
わ
ず
か
に
そ
の
二掛
が
中
間
発
表

と
し
て
九
月
中
旬に
公
に
さ
れ
た@
こ
れ
に
よ
る
と、
昭
和
二
十
二
年
の

試
案
よ
り
も、
具
体
的
に
なっ
て
お
り、
こ
と
に
試
案
は、
義
務
教
育
の

段
階
で
あ
る
小・
中
学
校
の
み
に
と
ど
まっ
て
い
た
の
が、
高
等
学
校
に

も
及
び、
こ
こ
に
小・
中・
高
等
学
校
を
遜
じ
て、
一
貫
し
た
園
語
教
育

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
なっ
た
の
は、
一
つ
の
進
歩
で
あ
る@
で
き
る
だ
け

早
く
全
編
が
発
表
さ
れ
て、
現
場
に
おい
て
十
分
に
被
討、
研
究
で
き
る

-
よ
う
に
し
て
ほ
しい@
高
等
掌
校
に
つ
い
て
は、
はっ
き
り
し
た
よ
り
ど

Uこ
ろ
が、
こ
れ
に
よっ
て
初
め
て
示
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
J一
番
問
題と

岡
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う@

圏
「
第一見
学
習」
の
問
題
に
伴っ
て
論
議
さ
れ
て
い
る
の
は、
「
能
力
表」

?
の
問
題
と
「
経
験
要
素」
の
問
題
で
あ
る@
両
者と
も
に、
車一万
を
考
え

』a門一
る
際
に
必
然
的
に
必
要
と
なっ
て
く
る
も
の
で
あっ
て、
A7
年
度
後
今
期

一引の
主
要
問
題
で
あ
り、
し
か
も、
解
決
さ
れ
て
い
ない
問
題
で
あ
る・
両

伊
者
と
も
に、

実
態
調
査
や
長
期
の
観
察、
研
究の
基
縫
に
立
た
な
け
れ

ば、
そ
の
名
に
侵
す
る
も
の、
学
的
批
判に
た
え
る
も
の
は
で
き
ない
の

で
あ
る
が、
試
案
的
の
も
の
は、
小
学
校
の
「
能
力
表」
が、
中
開
発
表

に
お
い
て一示
さ
れ
た
の
で
あ
る@
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年の
到達
目
標
と
し
て

考
え
れ
ば、
小
学
校
教
育
に
よ
り
ど
こ
ろ
を
輿
え
る
意
味
で、
意
義
の
あ

る
も
の
と
も
言
え
よ
う@

中
央
に
お
け
る
指
湾
要
領の
改
訂
と
伴っ
て、
各
地
方に
お
い
て、
図

語
科の
地
域
的
な
教
育
課
棋
の
研
究
が
進
め
ら
れ
だ
し
た
こ
と
も、
今
年

度
の
大
き
い
動き
で
あ
ろ
う@
長
野
豚に
お
い
て
は
す
で
に
昨
年
ま
と
め

ら
れ
た
が、
今
年
度
は
改
訂
を
加
ゑ、
東
京
都・香
川
勝
な
ど
は一
際の

試
案
が
ま
と
ま
り、
埼
玉・
千
葉・
佐
賀・
稿
島
の
諮
燃
は
研
究
中
と
聞

い
て
い
る@
こ
れ
ら
の
地
域
的
な
激
育
課
職
は、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が、
小

・
中
学
校
の
も
の
で
あっ
て、
高
等
学
校の
国
語
科に
つ
い
て
は、
こ
の

面
で
も
立
ち
遅
れ
て
い
る@

園
語
教・背
の
新
し
い
動き
に
対
し
て、
現
場
に
実
力の
あ
る
図
語
教
師

を
塗
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い@
新
制
大
学、
こ
と
に
教

育
学
部
や
学
護
学
部
を
持つ
大
学
の
責
任
は
大
きい
も
の
が
あ
る@
そ
の
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昭和三十五年に於け る国語界の展望

た
め
に
は
大
学
に
お
け
る
「
園
語
教
育
講
座」
が
批
判
さ
れ
研
究
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い。
こ
う
し
た
見
地
か
ら
九
月
二
十一
日
に
結
成
を
み
た

「
全
園
大
学，
図
語
教
育
学
会」
の
今
後
の
あ
ゆ
み
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ

う@
そ
の
他、
昨
年
に
引
きつ
づ
き
「
全
日
本
国
語
教
育
協
議
会」
「
突

践
図
誇の
会」
「
国
語
文
化
学
会」
「
文
化
集
会」
な
ど
が、
園
語
教
育
の

当
面
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て、
そ
れ
ぞ
れ
圏
諸
科
教
師
の
現
職
教
育
に
つ

く
し
て
い
る。

ま
た、
閣
立
圏
諸
街
究
所
の
第
三
研
究
室・
第
四
研
究
室
に
お
い
℃
図

語
教
脊
に
対
す
る
基
礎
的
研
究
や
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が、
こ
れ

ら
の
研
究
や
調
査
に
も
期
待
す
べ
き
も
の
が
あ
る。
今
年
度
に
お
い
℃

は、
標
準
学
力
テ
ス
ト
の
予
備
調
査
と
し
て
の
「
読
解
力の
テ
ス
ト」
が

数
回
実
施
さ
れ
た。

以
上、
単
元
学
習
を
中
心
と
し
た
諸
問
題
ゃ、

現職
教・育、
実
態
調
査

な
ど
に
つ
い
て
概
観
し
た
が、
今
年
度
の
特
徴
と
し
て
は、
園
語
教
育
が

よ
う
や
く
そ
の
方
向
を
見
出
し、
そ
の
た
め
の
研
究
や
調
査
が
計
画
的

に、
しっ
か
り
と
行
わ
れ
だ
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
そ
れ
ら
の
結
果

が
生
か
さ
れ、
現
場
に
お
い
て
も
図
語
教
育
を
正
当
な
位
置
づ
け
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
に
は、
な
お
時
日
を
要
す
る
で
あ
ろ
う。

特
殊
な
問
題と
し
て
は、
文
学
教
育
の
確
立
の
問
題、
視
聴
覚
教
育
の

利
用
の
問
題、
言
語
教
科
書
要
理
の
問
題
等
が
あ
る。
こ
の
う
ち
言
語
教

科
書
の
問
題
に
つ
い
て
少
し
触
れ
る
と、
今
後
の
国
語
教
科
書
は
文
学
教

科
香と
言
誇
教
科
書
と
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
で
あっ
て、
園

語
教
育
の
庚
い
目
標
に
膝
じ
る
た
め
に
は、
言
語
技
術
を
中
心
と
し
た
言

語
教
科
書
の
研
究
が
要
望
さ
れ
て
い
る。
す
で
に
そ
の
機
定
基
準
な
ど
が

発
表
さ
れ
た
が、
ど
の
よ
う
な
形
で
ま
と
め
ら
れ
る
か、
そ
れ
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は、
来
年
度
の
問
題
に、
持
ち
こ
す
こ
と

で
あ
ろ
う。

ハ一
九
五
0・
十一
月υ

O
「=、
国
語
学」

補遺

な
お
補
う。
時
枝
博
士
の
「
古
典
解
釈
の
た
め
の
日
本
文
法」
が
圏
文

学
教
養
講
座
の
第一一」
回
配
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
ハ
歪
文
堂、
十]一
月)。

塾
株
四・
五
号
に
は、
森
下
辰
夫
氏
「雪
口語
方
法
論」、
青
木
記一万
氏
「

敬
語
に
表
は
れ
た
上
代
文
献
の
政
治
的
性
絡」、
小
島
憲
之
氏の
「
万
業

人
の
文
字
表
現
l
助
字
の
訓
読
を
め
ぐっ
て
i」
が
あ
る。
又
吉
田
澄
夫

・
井
之
口
有一
両
氏
編
の「
圏
諸
問
題
論
集」(
富
山
房、
十二
月)
も
刊
行

さ
れ
た。
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